
多くの人と出会い、気持ちが通じ合う　そんな縁を大切にしたい

農作業中の熱中症対策について
夏秋まき野菜のご紹介

暮らしのメモ｜酢で夏バテ対策!
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厳
し
い
暑
さ
と
一
斉
に
鳴

き
は
じ
め
た
蝉
の
声
が
本
格

的
な
夏
の
到
来
を
感
じ
さ
せ

る
7
月
中
旬
、
ぶ
ど
う
棚
で

袋
か
け
作
業
に
励
む
小
林
剛

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
小
林

さ
ん
は
主
に
ご
夫
婦
で
農
業

を
営
ん
で
お
り
、「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」、「
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
」と
い
っ
た
ぶ
ど
う
や
、

「
ふ
じ
」、「
秋
映
」、「
シ
ナ
ノ

ス
イ
ー
ト
」、「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」と
い
っ

た
り
ん
ご
等
、
数
多
く
の
果
樹
を
栽
培

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

○
就
農
は
い
つ
で
す
か
、ま
た
そ
の
き
っ

か
け
は

就
農
は
2
0
0
5
年
の
時
、
今
年
で

14
年
目
に
入
り
ま
す
。
元
々
生
ま
れ
も

育
ち
も
東
京
で
、
仕
事
も
東
京
で
行
っ

て
い
た
の
で
す
が
、結
婚
を
機
に
妻
の
実

家
に
入
り
、
中
野
市
で
農
業
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
農
作
業

は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
、

手
探
り
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

○
農
業
を
始
め
て
良
か
っ
た
こ
と
、大
変

だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い

良
い
と
こ
ろ
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕

事
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
忙
し
い
と

き
は
早
朝
か
ら
夜
ま
で
作
業
を
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
勤
め
を
し

て
い
た
頃
と
違
っ
て
、
あ
る
程
度
は
自

分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
と

い
う
の
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

ま
た
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
全
く
知

識
が
な
い
状
態
で
農
業
の
世
界
に
飛
び

込
ん
だ
の
で
、
ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
が
ど

う
や
っ
た
ら
う
ま
く
育
つ
の
か
、
一
か

ら
勉
強
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
す
ね
。
わ
か
ら
な
い
部
分
は

農
業
を
や
っ
て
い
る
方
に
聞
く
な
ど
、

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら

学
ん
で
き
ま
し
た
。

消
費
者
の
方
が
安
心
し
て

安
全
な
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す

農
と

共
に

○
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か

有
機
肥
料
を
使
用
し
た
り
、
手
間
は

か
か
り
ま
す
が
、
除
草
剤
も
な
る
べ
く

使
わ
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

消
費
者
の
方
が
安
心
し
て
安
全
な
も
の

を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

○
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、今
後

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

数
年
前
に
ぶ
ど
う
の
栽
培
面
積
を
増

や
し
て
、
今
年
か
ら
収
穫
を
見
込
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
り
ん
ご
に
か
け

る
作
業
量
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
ど
う
省
力
化
し
て
い
く
か
が

課
題
で
す
。

ま
た
、
今
後

や
っ
て
み
た
い

こ
と
は
、
普
段

農
業
に
関
わ
る

機
会
の
少
な
い

首
都
圏
の
方
た

ち
に
、
実
際
に

農
業
を
体
験
し

て
も
ら
う
企
画

を
作
る
こ
と
で
す
。
自
分
も
そ
う
だ
っ

た
の
で
す
が
、
農
業
を
知
ら
な
い
人
が

体
験
を
通
す
こ
と
で
普
段
食
べ
て
い
る

果
物
が
ど
の
よ
う
に
育
ち
、
手
間
を
掛

け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
と

て
も
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
放
棄
地
を
利
用
し
て
体
験
用
の

園
地
を
作
っ
て
み
る
と
い
う
の
も
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
こ
れ
か
ら
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ

り
ま
す
か

農
業
も
そ
う
で
す
が
、
何
事
も
や
る

気
次
第
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勇
気
を

持
っ
て
飛
び
込
め
ば
、
周
り
も
ち
ゃ
ん

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
飛
び
込

ん
で
し
ま
え
ば
後
は
何
と
で
も
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、何
も

わ
か
ら
な
く
て
も

ま
ず
や
っ
て
み
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

○
休
み
の
過
ご
し

方
は

小
学
生
と
中
学

生
の
子
供
が
3
人

い
る
の
で
、休
み
は

家
族
と
過
ご
す
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。

子
供
の
野
球
の
応

援
を
し
に
い
っ
た

り
、地
元
に
帰
っ
た

時
は
家
族
み
ん
な

で
東
京
観
光
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
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秋の収穫時期にはおいしいぶどうが実ります。

今年から長野県で販売が開始される「スモモ長果1」

[今月の表紙]
今月は中野市で最盛期を迎えているプラム畑にお邪魔
しました。
一面に実っているのは「菅

か ん の な か て

野中生」。甘味酸味のバランス
の良いプラムです。
また、今年から長野県で販売が開始される「スモモ長果
1」の姿も見ることができました。「スモモ長果1」は食味
の良さはもちろん、大きく食べ応えのあるプラムです。ま
だ青 と々してはいますが100円玉と比べてもとても大き
いことがわかります。食べることができるのは初秋。今年
の秋の楽しみの一つですね。

今月のよみどころ
●農作業中の熱中症対策について　P4へ
→今夏は全国的に平均気温が高く、暑熱環境下での農作

業中の熱中症対策は非常に重要です。
●営農情報 りんご黒星病DMI剤耐性菌発生に係る対策　P8へ
→本年6月に長野県中信地方で、「りんご黒星病DMI剤耐

性菌」の発生が確認されました。記載内容を確認し、必要
な対策を実施してください。

Close 
Up!!

中野・小田中

小
こばやし

林 剛
つよし

さん（48）
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手足がしびれる、
冷たい

めまい、吐き気
がする

ズキンズキンと
する頭痛がある

体がだるい

意識の障害がある

まっすぐに歩けない

汗をかかない、体が熱い

脇の下、両側の首
筋、足の付け根を冷
やすと効果的です
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やすと効果的です

睡眠はしっかり
とりましょう

お酒はほどほどに
しましょう
（気づかないうちに
脱水します）

朝食は作業前に
欠かさず
食べましょう

持病がある場合や
体調不良のときは
翌日の作業内容の
変更などを
検討しましょう
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農作業中の熱中症による死亡者数は、毎年20人前後で推移し、7、8月に70〜80代の方が屋外作業を行うと
きに集中して発生しています。また、昨年は5月の気温が高かったこともあり、ビニールハウス内での作業中
に熱中症による死亡事故が発生しています。また、ニュース等でも報道されている通り、今夏
は全国的に平均気温が高く、暑熱環境下での農作業中の熱中症対策は非常に重要です。

農業従事者の中には熱中症の具体的な症状が分からず、知らず知らずに熱中症にかかって
いる方が多くいます。特に高齢農業従事者は発汗量が多く脱水しやすいため、こまめな水分
と塩分の補給や休憩を周囲の方が協力して声かけを行う等、重点的な対策が必要です。

●ビニールハウス内で単独作業中、熱中症で死亡
　（60代男性）

5月某日正午頃、ビニールハウス内で60代男性が心肺
停止の状態で発見され、その後、病院に搬送されるも死
亡が確認されました。当日は晴天で、気温は29度を記録
しており、マルチはりを行っていました。農業経験50年
のベテランでしたが、亡くなられてしまった事例です。

●畑での除草作業中、熱中症で死亡（50代男性）

8月某日夕方、動力噴霧器で畑の除草作業中に熱中
症により倒れ、翌朝、畑内でうつぶせに倒れた状態で
亡くなられていました。十分、体力がある年代（50代）
であり、日頃から農業に従事されている方（暑さに慣
れている方）であっても、熱中症で亡くなられてしま
うことがあります。

❶日中の気温の高い時間帯を外して作業を行いましょう
●特に70歳以上の方は、のどの渇きや気温の上昇を感じづらくなるので、高温時の作業は極力避けましょう。

❷作業前・作業中の水分補給、こまめな休憩をとりましょう
●のどが乾いていなくても20分おきに休憩し、毎回コップ1〜2杯以上を目安に水分補給しましょう。
●足がつったり、筋肉がピクピクする症状がみられたら、0.1〜0.2%程度の食塩水（1Lの水に1〜2gの食塩）、

スポーツ飲料、塩分補給用タブレットを摂取しましょう。
　※市販品を摂取する際は、必ず成分表示をチェックし、適切な量を摂取してください。
●休憩時は、日陰等の涼しい場所で休憩し、作業着を脱ぎ、手足を露出して体温を下げましょう。

❸単独作業を避けましょう
●作業は2人以上で行うか、時間を決めて水分・塩分補給の声かけを行うなど、定期的に異常がないか確認し合

うようにしましょう。

❶暑い環境で体調不良の症状がみられたら、
　すぐに作業を中断しましょう

●代表的な症状は右のとおりですが、熱中症には
特徴的な症状がなく、「暑い環境での体調不良」
は全て熱中症の可能性があります。

❷応急処置を行いましょう
涼しい環境へ避難しましょう
●服をゆるめて風通しをよくしましょう。
●水をかけたり、扇いだりして体を冷やしましょう。
●水分・塩分を補給しましょう。

❸病院で手当を受けましょう
意識がない場合、自力で水が飲めない場合、応急処置を行っても症状が

よくならない場合は、すぐに病院で手当を受けるようにして下さい

暑くなってきたら、日々の体調管理に一段と気をつけるようにしましょう

高血圧症・糖尿病等の持病や、睡眠不足・前日の飲酒・朝食の未摂取等は熱中症の発生に影響を与えます。

引用：農林水産省HP「熱中症対策」　http：//www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/#necchuushou

農作業中の熱中症対策について

〜農作業中の熱中症による死亡事故の発生状況〜

〜夏の農作業で心がけること〜

〜熱中症が疑われる場合の処置〜

〜日常生活で心がけること〜

農作業中の熱中症による死亡事故者数の推移 農作業中の熱中症による死亡事故者数、年齢別
（平成19〜28年）

農作業中の熱中症による死亡事故者数、月別（平成19〜28年）

農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に
係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）

〜農作業中の熱中症による死亡事故の事例〜

特　集



チャレンジ！
やさいづくり
チャレンジ！
やさいづくり

［夏秋まき野菜］
今月は夏秋まき野菜をご紹介します。

園芸にチャレンジ！園芸にチャレンジ！
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資　材
情　報

ＪＡ 自 己 改 革 実 践 事 業 今月の

品　　名 特別価格 品　　名 特別価格

①葛城山　鋸鎌 330円 ④葛城山　ねじり鎌 330円

②葛城山　小鎌 330円 ハイグリップ長靴　白 1,950円

③葛城山　うす鎌 330円

草刈り・稲刈り・野菜などの収穫に!! ●農作業に便利な定番の白い長靴

●耐油性・耐滑性もあるので、きの
こ栽培施設でも使用できます

●サイズ：22cm~28cm まで
　　　　　0.5cm 単位

※サイズによってはお取り寄せ
になる場合があります

「鎌…各種」について 「ハイグリップ長靴…白」について

◎特別価格の期間
平成30年8月1日〜平成30年9月30日

お求めは、各事業所総務経済係または営農センター　TEL：22-4312…まで

●種まき時期 6 月下旬〜 8 月下旬

●種まき・覆土  「 条
すじ

まき」か 6cm 間隔で 1 か所
5 粒の「点まき」でまきます。

  覆土は 5mm ほど、うっすらと
覆土します。（図①）

●発芽させるためのポイント
❶種の吸水力が弱いため、コーティングされていない種子は一晩水に浸けてからまきます。
❷発芽するまでは湿っている状態を保つことが重要です。表面が乾燥していたらうっすらと散水しましょう。

乾燥防止にワラやモミガラを敷くのも有効です。
❸光を感じて発芽する性質があるので、覆土やワラのかけすぎないようにしましょう。

●雑草対策
少なければ、発芽後の間引き時に合わせて雑草も抜いてしまいましょう。
草取りを少しでも省きたい方は、除草剤を活用してみてください。

①種まき直後（発芽前）
　ゴーゴーサン乳剤（1a 当り：水 15ℓに 40mℓ）を全面散布

②生育期間中（ニンジン 3〜 5葉期、収穫 30日前まで）
　ロロックス（1a 当り：水 15ℓに 15g）※ロロックスは水和剤です。粒剤ではありません。

●間引き・追肥と土よせ
①間引き 1 回目…本葉 2 〜 3 枚ごろに混んだ所の株間を揃えるように間引きます。（図②）
  2 回目…本葉 5 〜 6 枚頃に株間を 10cm ほど（目安として、握りこぶし 1 つ）に間引きます。
 ※初期生育が遅いため、雑草に負けないよう除草はしっかりやりましょう。

②追肥と土よせ  追肥 1 回目は、間引き 2 回目の時（間引き後）に条間に施肥します。2 回目は 1 回目の 2
週間後に施します。追肥の時に根が露出して緑化するのを防ぐために土よせを行いましょう。

●施肥　10㎡当りの施肥量（㎏）※施肥量　（1a当り）
肥料名 元肥（㎏） 追肥1回目（㎏）追肥2回目（㎏）

有機ハツラツA 20

苦土石灰 20

ユウキオール8号 10 7 7
※有機ハツラツ A と苦土石灰については追肥の必要無し。

●種まき時期 8 月上旬〜 8 月下旬（定植は 9 月上旬〜 9 月中旬）
 ※遅くなると結球しなくなるため注意してください。

●種まき	 種まき時期が高温のため、管理しやすいポリポットで育苗すると失敗しにくいです。
 1 ポットに 3 〜 4 粒まきます。
 ※寒冷紗をかけて気温をやわらげると健全な苗が育ちます。

●肥料と生理障害	 肥料のチッ素成分が多すぎると、ゴマ症や芯腐れ等の生理障害が出やすくなります。

●施肥量（1a当り）

肥料名 施肥量（㎏）

有機ハツラツA 20

苦土石灰 10

ユウキオール 8号 15

●定　植	 本葉が 4 〜 5 枚の時が植付け適期。遅くなると根づきにくくなるので注意しましょう。
 植える際は植え穴に水を注ぎ、水が引いたら苗を植えるようにすると根づきやすくなります。
 ※定植後すぐに防虫ネット等でトンネルを作ると、葉っぱが虫に食べられてボロボロ…を防げます。

ニンジン ～発芽と雑草対策～

ハクサイ ～植付けしたら、すぐに防虫ネットで虫対策～

不明な点やご相談がありましたら、お気軽に園芸課 野菜担当まで問い合わせください。　TEL：0269-23-3933

❹
❸❷

❶

図①

図②



1975年、早稲田大学卒業後、
旭化成㈱入社。主に経営企画
部門にて事業戦略の策定等
に従事し、経営基盤強化に尽
力。在職中に米国イリノイ大学
MBA取得。退職後、現㈱ビット
89を設立。実践に活かせる楽し
い講義をモットーに、多数のセ
ミナー等を開催されています。

株式会社ビット89
代表取締役
吉田健司氏

一般コース

昨年は多くの方が参加し、
交流を重ねながら

学習していきました

花 すびむ

花 すびむ

花 すびむ

花 すびむ89

【緊急】りんご黒星病DMI剤耐性菌発生に係る対策
【県からの重要なお知らせ】

県外から導入した苗木において黒星病があきら
かに多発している場合は、速やかにＪＡ又は農
業改良普及センターに連絡してください。また、
昨秋（Ｈ 29）以降に県外から導入した苗木とそ
の周辺の木は発病の有無をしっかり確認してく
ださい。

本年6月に長野県中信地方で、「りんご黒星病DMI剤耐性菌」の発
生が確認されました。黒星病は1975年（昭和50年）に長野県で初めて
確認されて以来、りんご生産に大きな影響を及ぼしてきました。現在、
市内各地に黒星病の発生が見られています。今一度園地の状況を確
認し、特に県外から導入した苗木を中心に注視していただくとともに、
今回記載の内容を確認し、必要な対策を実施してください。今後の蔓
延を防ぐために数年かけての撲滅対策が急務です。

【黒星病歴史】
●1954年（昭和29年）北海道札幌市のりんご園で初発生

●1975年（昭和50年）長野県で初発生

●2016年（平成28年）青森県で黒星病DMI剤耐性菌（変異菌）確認

●2018年（平成30年）長野県中信地域で青森県と同類の黒星病DMI剤
耐性菌確認

【黒星病DMI剤耐性菌発生の経過（H30）】
●本年を含め過去十数年、黒星病の発生がほとんどみられない中信地域

において、DMI剤耐性菌の発生地から導入したりんごの苗木で黒星病
が多発しているのを確認。

●黒星病が発生している園では、DMI剤を含む慣行防除を実施しているが、
防除効果が低いことを確認。

●松本地域で発生した黒星病菌は、既報のDMI剤耐性菌と同様の遺伝
子変異が認められた。

●黒星病DMI剤耐性菌は、他にもQoI剤に対する耐性も同時に獲得する。

DMI剤の
主な農薬名

QoI剤の
主な農薬名

被害葉①（7/19 撮影）
新梢枝先端に発生した薄茶色の小斑点病斑。こ
の斑点が果実感染や次年度の感染の源になる。
今秋に再び感染が活発化する。
被害葉は早めに摘み取り、園地外に持ち出し、
焼却又は埋没処分を行う。

被害葉②（7/18 撮影）
4〜5月の早い時期に感染すると大きな斑点が
多数発生する。（茶褐色）程度がひどい被害葉は
早期に黄変落葉する。落葉した被害葉は次年度
の伝染の源になる。早めに広い集め、焼却又は
埋没処分するか、園地内で撹拌処理を行う。

果実被害（7/19 撮影）
主にがくあ部（尻部）に感染し、黒色のカサブタ
状の被害となる。大きな被害部は果実肥大に伴
い、裂傷する。
被害部が腐敗することはなく、次年度の直接的
な伝染源となることもないが、商品性を著しく落
とす。

【重要】…秋の黒星病蔓延防止対策
黒星病の感染は、真夏は一旦停滞しますが、秋に再び活発化します。
中野市内には、5月末頃に感染したと見られる新梢先端2〜3枚目
の葉に病斑が数多く散見されます。この被害葉は次年度の『黒星病
の源』になります。JAではお盆過ぎ〜秋季の薬剤散布を強化し、次
年度の密度抑制を図っていきます。（詳しい対策は後日配布の果樹
特報等でお知らせします）尚、被害葉が多い園では夏季にできる下
記の対策を徹底してください。
①被害葉を早めに摘み取り、園外へ持ち出し、焼却・土中埋没等
の処理を行う

②被害落葉は拾い集めて、焼却・土中埋没・撹拌等の処理を行う
③9〜10月上旬までの薬剤散布を強化する⇒予防効果主体の
オーソサイド水和剤80、アリエティC水和剤、ストライド顆
粒水和剤、ベフラン液剤等を概ね10日間隔で散布を進める。

④徒長枝除去等を行い、薬液の通りやすい環境を整備する⇒秋
季の薬剤散布量を通常より多めに設定する

⑤被害果はできるだけ除去する⇒直接的には次年度の伝染源に
なりませんが、着果量に余裕があればできるだけ除去する

【黒星病耐性菌発生事例の詳細と対策】
昨年秋以降に県外から導入したりんごフェザー苗木を定植したほ
場において、DMI剤を開花期前後に１回以上散布しているにも関わ
らず黒星病が多発していた。また、同一園内に定植した苗木の中で、
県外から導入した苗木で特異的に発病していたことなどの疫学的
調査結果から、遺伝子マーカーにより診断したところ、県外で発生し
ているものと同様の変異菌が認められた。なお、苗木（１本棒苗木）
から穂木を採取して接ぎ木した場合も同様に、発生が懸念される。
●フェザー苗木における対策：発病の有無にかかわらず、フェザー
苗全てを伐根する

●一本棒苗木における対策：発病した枝を切除し、残った樹（部分）
は秋まで10日間隔で以下に記載の薬剤散布を行い、蔓延防止
をする。接ぎ穂として接ぎ木した場合は、発生の有無にかかわ
らず切り落とす。

●防除薬剤名：キノンドーフロアブル、オーソサイド水和剤、オ
キシラン水和剤、ダイパワー水和剤、ベフラン液剤等

黒星病DMI剤耐性菌は、上表のDMI剤及びQoI剤に対して耐性を有し、たとえ適期に散布しても効果は見込めない又は
ほとんど見込めません。

アンビルフロアブル、インダーフロアブル、オンリーワンフロアブル、スコア
顆粒水和剤、ブローダ水和剤（混合剤）、マネージＭ水和剤（混合剤）

ナリアWDG、フリントフロアブ
ル、ストロビードライフロアブル

◎申込方法
募集期間最終日までにメールアドレス：nosei@city.nakano.nagano.jpへ下記項
目を記載の上、ご送信ください。
①氏名（ふりがな）　②年齢　③法人名、及び役職　④住所
⑤電話番号（自宅及び携帯）　⑥FAX番号

◎お問い合わせ先
中野市経済部農政課農政係　〒383-8614中野市三好町一丁目３番19号
TEL:0269-22-2111（内線250）　FAX:0269-22-5924

■　8月23日（木）　16：00〜20：00
○開校式
○コミュニケーションマネージメント
○経営マネジメント①
講義・演習「経営理念・事業計画」

■　9月20日（木）　16：00〜20：00
○経営マネジメント②
講義・演習「マーケティング＋戦略」

■　10月18日（木）　16：00〜20：00
○経営マネジメント③
講義・演習「会計・経営分析＋採算性」

■　11月22日（木）　15：00〜19：00
○経営マネジメント④
講義・演習「生物工程・物流管理」

■　12月13日（木）　15：00〜19：00
○経営マネジメント⑤
講義・演習「人的資源・組織力」

■　1月（実施日時未定）
○先進経営体視察

■　2月21日（木）　13：00〜17：00【公開】
○経営マネジメント⑥　プレゼンテーション
○修了式

※講義内容・日程については変更となる場合があります。

「経営とは難しいものではない」
今まさに行っていることが経営。経営塾
を通して数字を出せるようになり、自分
の位置が分かるようになった。

〈38歳男性　果樹栽培〉

農業を面白く、楽しい仕事にするには、
やはり経営を理解し、行動をしていか
なくてはいけないと思い参加しました。
一番良かった点は、他の方の経営や抱
えている課題に対して、参加者でディ
スカッションをし解決への糸口を見い
だすことができた事です。

〈31歳男性　果樹栽培〉

JA中野市園芸課　℡：23-3933

営農情報

各地の話題

暮らしのメモ

お知らせ

みんなのページ

JA Information
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J
A
と
り
ん
ご
・
も
も
部
会
は
7
月
9
日
、平
岡
共
選
所

に
て
、も
も
生
産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
部
会

員
、
市
場
関
係
者
、
県
果
樹
試
験
場
、J
A
等
、
関
係
者
約

70
名
が
参
加
。
高
橋
真
一
郎
部
会
長
は
冒
頭
、「
今
回
の
生

産
者
大
会
で
得
た
情
報
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、今
年
だ

け
に
限
ら
ず
、来
年
以
降
の
栽
培
に
も
大
い
に
活
か
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
は
、も
も
生

育
状
況
や
市
場
情
勢
、10
%
手
取
り
拡
大
に
向
け
た
販
売

方
針
等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
後
半
で

は
、長
野
県
果
樹

試
験
場
の
岡
沢

研
究
員
や
、「
高

品
質
な
桃
づ
く

り
」
と
題
し
た

2
0
1
6
全
国

モ
モ
生
産
者
大

会
視
察
会
場
園

主
の
北
村
文
治

氏
に
よ
る
講
演

会
な
ど
が
開
か

れ
、参
加
し
た
部

会
員
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

旧
来
か
ら
真
引
川
に
藻
刈
船
が
配
備
さ
れ
て
運

行
し
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
。

現
在
の
船
は「
よ
し
き
り
号
」と
い
う
艇
名
で
諏
訪

湖
の
浄
化
等
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
昭
和
59
年

に
真
引
川
に
転
属
し
た
も
の
で
、全
長
4
メ
ー
ト

ル
余
り
、幅
約
2
メ
ー
ト
ル
の
ス
ク
リ
ュ
ー
で
動

く
鋼
船
で
す
。

昭
和
31
年
に
就
航
し
た
先
任
の
船
は
船
尾
に
固

定
し
た
ビ
バ
ー
を
水
中
に
入
れ
て
左
右
に
振
り
な

が
ら
草
を
刈
る
、さ
し
ず
め「
乗
用
モ
ア
」の
船
版
で

し
た
が
、現
在
の
船
は
刃
渡
り
2.
5
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ぶ
巨
大
な
2
枚
の
刃
を
V
字
状
に
組
み
合
わ

せ
た
刈
刃
を
船
と
鎖
で
連
結
し
て
川
底
に
沈
め
、動

力
で
機
械
的
に
鎖
を
緩
め
て
は
瞬
時
に
引
き
寄
せ

る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
川
底
の
雑
草
を
根
こ
そ
ぎ

刈
り
取
る
方

式
で
大
幅
に

機
能
が
向
上

し
た
船
で
す
。

し
か
し
、稼

働
し
て
い
る

の
は
今
で
は

全
国
で
こ
の

1
艇
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と

で
す
。

船
や
設
備
は
長

野
県
の
所
有
で
す

が
保
守
や
運
行
の

委
任
を
桜
沢
区
が
受
諾
し
て
、区
で
は
土
木
委
員

会
が
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

藻
刈
作
業
は
海
の
日
の
7
月
16
日
で
し
た
が
、

前
日
も
早
朝
か
ら
区
長
さ
ん
や
土
木
委
員
の
皆
さ

ん
が
出
航
準
備
に
当
た
り
、本
番
の
当
日
は
7
時

半
に
小
林
清
高
区
長
の
挨
拶
の
後
、竹
内
敬
三
土

木
委
員
長
の
指
揮
の
も
と
、県
の
担
当
者
も
加
わ

り
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

台
車
に
乗
っ
た
船
は
ウ
ィ
ン
チ
で
水
面
に
引
き

出
さ
れ
区
の
船
舶
操
縦
士
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
3
人

が
早
速
乗
り
込
ん
で
炎
天
下
で
の
藻
切
り
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、乗
員
以
外
は
両
岸
に
分
か
れ
て
船
に
沿

い
な
が
ら
水
辺
の
美
化
作
業
も
行
い
、秋
の
大
雨

の
季
節
を
前
に
流
れ
を
阻
害
す
る
水
中
の
除
草
作

業
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

�

【
延
徳
地
区
通
信
員
／
小
林
啓
治
】

J
A
で
は
7
月
か
ら
土・日
曜
日
、市
内
外
の
ス
ー
パ
ー

に
て
中
野
市
産
き
の
こ
の
消
費
宣
伝
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、夏
場
の
消
費
拡
大
と
ス
ー
パ
ー
の

売
り
場
確
保
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
お
り
、店
頭
で
は
若

手
職
員
が
き
の
こ
料
理
の
試
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、初
の
試
み
と
し
て
新
潟
県
の
ス
ー
パ
ー「
原
信
」に
て

県
外
消
費
宣
伝
も
実
施
。「
な
め
た
け
の
素
」や「
え
の
き
の

浅
漬
け
の
素
」を
用
い
た
試
食
品
を
レ
シ
ピ
と
共
に
P
R

し
ま
し
た
。

試
食
客
の一
人
は「
自
分
で
手
作
り
で
き
る
な
め
た
け
は

面
白
い
。夏
で
も
ご
飯
が
進
み
そ
う
」と
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

今
年
度
の
消
費
宣
伝
会
は
9
月
初
旬
頃
ま
で
実
施
さ

れ
、40
人
以
上
の
若
手
職
員
が
中
野
市
産
え
の
き
を
P
R

す
る
予
定
で
す
。

J
A
と
花
き
研
究
会
は
、管
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
花

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、市
内
の
小
中
学
校
、高

校
へ
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
生
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

7
月
6
日
、中
野
市
立
平
岡
小
学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
き
れ
い
に
咲
い
た「
マ
キ
ア
ラ
イ
ト
ピ
ン
ク
」、「
ハ

ピ
ネ
ス
ホ
ワ
イ
ト
」、「
パ
ス
テ
ル
ブ
ル
ー
」な
ど
の
3
品

種
と
中
野
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
花
の
ポ
ス
タ
ー
を
同

小
学
校
の
下
川
昌
平
校
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
下
川
校
長

は「
正
面
玄
関
な
ど
、多
く
の
児
童
の
目
に
留
ま
る
場
所

に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
花
に
興
味
を
持
つ
児
童
が
増
え

れ
ば
嬉
し
い
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

同
J
A
花
き
研
究
会
は
約
35
名
の
生
産
者
が
所
属
。

管
内
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
11
月
ま
で
出
荷
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

J
A
に
入
組
し
今
年
で
2
年
目
と
な
る
職
員
15
名
が
、管
内
の
果

樹
農
家
で
農
作
業
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
を
通
じ
て
、農

業
の
現
状
を
把
握
し
今
後
の
J
A
業
務
に
活
か
す
事
が
目
的
で
す
。

受
け
入
れ
農
家
の
1
人
、黒
崎
裕
介
さ
ん
の
園
地
で
は
、同
J
A

金
融
店
舗
の
職
員
が
ぶ
ど
う
の
袋
か
け
作
業
を
実
施
。
職
員
は
慣
れ

な
い
作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
園

主
の
黒
崎
さ
ん
は「
普
段
こ
う
し
た
経
験
を
す
る
機
会
は
余
り
な
い

と
思
う
。
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
で

す
が
、そ
れ
以
上
に
研
修
を
通
し
て
実
際
の
生
産
者
と
ふ
れ
合
っ
て
、

交
流
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

今
回
研
修
を
受
け
た
15
名
は
今
秋
、き
の
こ
栽
培
を
営
む
農
家
で

も
実
地
研
修
を
体
験
す
る
予
定
で
、二
度
の
研
修
を
通
し
て
よ
り
生

産
者
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
、行
動
が
で
き
る
職
員
を
目
指
し
ま
す
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

講
習
会

J
A
若
手
職
員
、夏
場
の
え
の
き
の
食
べ
方
を
P
R

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

子
ど
も
た
ち
へ
贈
呈

真
引
川
の
藻
刈
船

船倉を前に作業ミーティング

作業風景

消費宣伝会にて、えのきをPRするJA職員

大会冒頭、部会員の前で挨拶をする高橋部会長

生
産
者
の
立
場
に
た
っ
て

J
A
職
員
が
農
作
業
実
地
研
修

も
も
生
産
者
大
会
開
催
さ
れ
る

下川昌平校長（右）へトルコギキョウを手渡すJA中野市花き研究会
黒崎千晴会長（左）

ぶどうの袋かけ体験をするJA職員ら

6
月
26
日
、長
丘
ぶ
ど
う
部
会（
馬
場
伸
一

郎
部
会
長
）は
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
摘
粒

講
習
会
を
会
員
の
畑
で
開
催
し
ま
し
た
。

目
標
房
重
、
摘
粒
な
ど
の
他
、
未
開
花
の

房
作
り
な
ど
の
指
導
が
技
術
員
よ
り
有
り
ま

し
た
。

い
そ
が
し
い
作
業
が
続
き
ま
す
が
、秋
に
は
、

日
本
一
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
が

出
来
る
よ
う
、皆
真
剣
に
質
問
な
ど
し
て
い
ま

し
た
。�

【
長
丘
地
区
通
信
員
／
若
林
孝
子
】
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【花がきれいなホウセンカ】
町田 奏生さん　平野小学校3年

【夏の海】
大野 紗輝さん　中野小学校6年

【夏休みの花火】
小山 紗生さん　倭小学校4年

花
火
が
バ
ー
ン
バ
ン

音
を
た
て
る

火
花
を
と
ば
し
て
音
を
た
て
る

色
あ
ざ
や
か
な
花
火
が

真
っ
暗
な
空
を
照
ら
し
て
い
る

と
て
も
大
き
な
音
を
た
て
て

お
ま
つ
り
の
時
間
を
知
ら
せ
て
い
る

さ
ぁ
こ
れ
か
ら
お
ま
つ
り
だ

楽
し
い
楽
し
い
お
ま
つ
り
だ

交流を深めた青壮年部の仲間たち

花を見せる女性部長

袋をかける園児とぶどう部会役員

【優勝】高丘チーム

【準優勝】金井チーム 【第3位】吉田Aチーム

年
金
友
の
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

第
38
回
J
A
中
野
市
年
金
友

の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、6

月
26
日
に
市
営
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
の

中
、
11
チ
ー
ム
総
勢
61
人
が
参

加
し
ま
し
た
。最
後
は
高
丘
チ
ー

ム
、金
井
チ
ー
ム
、吉
田
A
チ
ー

ム
が
共
に
3
勝
と
勝
利
数
が
並

び
、
得
失
点
差
に
よ
り
順
位
を

決
定
す
る
な
ど
、白
熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

J
A
中
野
市
女
性
部
は
、食
と
農
業
に
興
味

を
持
ち
知
っ
て
も
ら
お
う
と
市
内
の
小
学
生
と

食
農
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
落
花
生
編
」の

第
3
回
目
と
な
っ
た
7
月
12
日
は
、追
肥
と
土
寄

せ
を
行
い
ま
し
た
。
前
回
植
え
付
け
た
苗
が
成

長
し
、花
が
咲
い
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ「
こ
の

花
が
落
花
生
の
花
で
す
よ
」と
石
川
部
長
が
指
し

示
す
と
児
童
ら
は
黄
色
の
小
さ
な
花
を
見
つ
け

て
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、土
寄
せ
の
や

り
方
を
技
術
員
か
ら
教
わ
っ
た
児
童
は
移
植
ご

て
や
手
で
落
花
生
の
根
元
に
土
を
寄
せ
、汗
を
流

し
な
が
ら
口
々
に「
暑
い
、暑
い
」と
言
い
な
が

ら
も
一
生
懸
命
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
次
回
は
い

よ
い
よ
10
月
に
収
穫
を
お
こ
な
い
ま
す
。

J
A
と
ぶ
ど
う
部
会
は
7
月
18
日
、

同
部
会
が
所
有
す
る
品
種
検
討
圃
場

に
高
丘
保
育
園
の
年
長
組
園
児
を
招

い
て「
巨
峰
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

の
袋
か
け
体
験
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

取
り
組
み
は
、地
元
園
児
に
ぶ
ど
う
の

袋
か
け
を
通
し
て
地
元
の
農
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。事
前
に
園
児

ら
に
は
使
用
す
る
ぶ
ど
う
の
袋
に
巨

峰
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、鳥
や
虫
が
怖

が
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
絵
を
描
い
て
も

ら
い
、「
無
事
に
育
つ
よ
う
に
」と
の
願

い
を
込
め
ま
し
た
。秋
に
は
自
分
た
ち

が
袋
を
か
け
た
ぶ
ど
う
の
収
穫
を
体

験
す
る
予
定
で
す
。

作
業
の
前
に
は
、
部
会
役
員
ら
が

手
で
描
い
た
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
バ
イ
菌

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
げ
、袋
掛
け

は
こ
れ
ら
の
被
害
か
ら
ぶ
ど
う
を
守

る
た
め
に
必
要
と
、わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、園
児
ら
は

J
A
の
ぶ
ど
う
技
術
員
か
ら
袋
か
け

の
方
法
を
教
わ
り
、イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
た
袋
を
片
手
に
、同
部
会
役
員

ら
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
初
め

て
の
袋
か
け
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

作
業
を
終
え
た
園
児
ら
の「
ど
う

し
て
ぶ
ど
う
は
黒
い
の
?
」と
い
う

問
い
か
け
に
部
会
役
員
は「
黒
い
の

は『
お
い
し
く
で
き
た
よ
』と
い
う
サ

イ
ン
で
す
。
鳥
に
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
で
種
が
遠
く
に
運

ば
れ
れ
ば
、そ
こ
に
も
ぶ
ど

う
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま

す
。
ぶ
ど
う
も
人
と
同
じ
よ

う
に
家
族
を
増
や
し
た
い
ん

で
す
よ
」と
わ
か
り
や
す
く

回
答
。
園
児
か
ら
は
驚
き
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、園
児
ら
は
秋
の
収
穫
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
、部
会

役
員
ら
に
見
送
ら
れ
て
圃
場

を
後
に
し
ま
し
た
。

6
月
20
日
、日
野
事
業
所
に
て
介
護
予
防
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
組
合
員
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
健
康
教
室
の
一
貫
と
し
て

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
と
は
、「
介

護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、自
分
で
身
体
の
健
康
づ

く
り
を
お
こ
な
う
」も
の
で
、日
野
事
業
所
の
1
階

に
あ
る「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
」か
ら
理
学

療
法
士
の
宮
尾
敏
明
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
習
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
聞
い
た
後
、参
加
者
ら
は「
介
護
予

防
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
」へ
移
動
し
、施
設
の
見
学
と

体
に
無
理
な
く
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
マ

シ
ン
の
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
実
際
に
マ
シ

ン
を
体
験
し
て
み
る
と
、負
荷
の
調
整
も
出
来
る

為
、無
理
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど「
少
し
キ
ツ
イ
な
」

と
感
じ
ら
れ
る
運
動
が
で
き
ま
し
た
。「
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
」で
は
こ
の
マ
シ
ン
を
利
用
し

た
一
般
向
け
の
運
動
教
室
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

J
A
青
年
部
は
7
月
11

日
、長
野
県
青
年
部
協
議
会

全
体
親
睦
会「
青
年
の
日
」

に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、他

J
A
の
青
壮
年
部
員
ら
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

1
泊
2
日
で
行
わ
れ
た
親

睦
会
は
伊
那
の
大
芝
公
園
で

開
催
さ
れ
、マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
や
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
し
た

後
、夜
に
は
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー

大
会
で
さ
ら
に
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
意
気
投
合
し
た
盟

友
ら
は
お
互
い
に
今
後
の
展

望
な
ど
を
語
り
あ
い
、懇
親

会
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

参
加
し
た
盟
友
か
ら
は

「
中
野
市
以
外
の
生
産
者
と

交
流
し
、農
業
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
意
見
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
お
互
い
刺
激
し

合
っ
て
長
野
県
の
農
業
を
盛

り
上
げ
ら
れ
れ
ば
」と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

マシンを利用した運動を体験

「
ど
う
し
て
ぶ
ど
う
は
黒
い
の
?
」

保
育
園
児
ら
が
ぶ
ど
う
の
袋
か
け
体
験

介
護
予
防
講
習
会

青
年
部
が「
青
年
の
日
」で

交
流
深
め
る

女
性
部
　
食
農
教
育
〜
落
花
生
編
③
〜

◎結果は次の通りです。
【優　勝】高丘チーム
	 3勝　得失点差26点

【準優勝】金井チーム
	 3勝　得失点差21点

【第3位】吉田Aチーム
	 3勝　得失点差18点

アッ

プル
ちゃんカレンダー佳作作品紹介
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す
。
小
魚
の
煮
つ
け
に
使
う
と
骨
ま
で
軟
ら
か

く
食
べ
ら
れ
る
他
、
豚
・
鶏
の
骨
付
き
肉
や
貝

な
ど
も
、
酢
を
入
れ
て
煮
れ
ば
、
煮
汁
に
溶
け

出
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
果
的
に
取
れ
ま
す
。

血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る

血
糖
値
が
赤
信
号
に
な
る
の
は
、
糖
質
の
吸

収
が
正
常
に
働
い
て
い
な
い
た
め
。
糖
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
す
る
の
は
、
体
内
で
作
ら
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
役
割
で
す
。
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不

足
が
続
く
と
、
脳
や
筋
肉
で
使
い
切
れ
な
い
ブ

ド
ウ
糖
が
血
液
中
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
。
必
要

以
上
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
り
出
す
た
め
に
膵す

い
ぞ
う臓

に
も
大
き
な
負
担
を
か
け
、
や
が
て
糖
尿
病
の

発
症
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
酢
に
は
、
糖
の
吸

収
を
穏
や
か
に
し
、
血
糖
値
上
昇
や
イ
ン
ス
リ

ン
の
過
剰
分
泌
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

腐
敗
や
雑
菌
繁
殖
を
防
ぐ

夏
は
食
中
毒
や
食
品
の
腐
敗
に
も
特
に
気

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る

酢
酸
に
は
血
圧
上
昇
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン

調
節
機
構
「
レ
ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
」

を
穏
や
か
に
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
研

究
に
よ
る
と
、
高
血
圧
の
人
が
毎
日
大
さ
じ

1
杯
の
酢
を
取
る
と
、
10
週
間
で
血
圧
低
下

の
効
果
が
。
酢
を
取
る
の
を
や
め
て
も
、
以
前

の
高
さ
に
は
戻
ら
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
常
値
の
人
の
場
合
、
血
圧
が
下
が

り
過
ぎ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

カ
ル
シ
ウ
ム
は
丈
夫
な
骨
を
作
る
た
め
に
必

須
。
不
足
が
続
く
と
骨
粗
し
ょ
う
症
を
招
い
た

り
、
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
カ
ル

シ
ウ
ム
は
吸
収
率
が
低
く
、
牛
乳
で
50
%
、
小

魚
類
で
は
30
%
程
度
。
と
こ
ろ
が
酢
を
一
緒
に

取
る
と
、
吸
収
率
が
上
が
り
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ

ム
量
も
ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。

酢
は
食
品
の
カ
ル
シ
ウ
ム
分
を
溶
出
さ
せ
ま

食
欲
を
増
進
さ
せ
る

酢
の
爽
や
か
な
酸
味
と
香
り
は
、
脳
の
摂
食

中
枢
に
働
き
掛
け
、
唾
液
や
胃
液
の
分
泌
を

促
し
ま
す
。
従
っ
て
、食
事
の
最
初
に
酢
を
使
っ

た
料
理
を
食
べ
る
と
、
食
欲
が
増
す
上
、
食
べ

物
の
消
化
・
吸
収
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

た
ま
っ
た
疲
労
を
軽
減
す
る

人
は
、
肝
臓
や
筋
肉
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
が
減
る
と
疲
れ
を
感
じ
ま
す
。
体

を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
は
食
品
に
含
ま
れ
る
糖
か
ら
作
ら
れ
る
の
で

す
が
、
糖
と
一
緒
に
酢
を
取
る
と
、
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
の
再
補
給
力
が
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
。
疲
れ
た

と
き
に
甘
酸
っ
ぱ
い
物
を
お
い
し
く
感
じ
る
の

も
そ
の
た
め
で
す
。

暑
い
と
き
は
ビ
タ
ミ
ン
B
1
や
B
2
、C
、

ミ
ネ
ラ
ル
類
の
消
費
が
激
し
く
な
り
、食
欲
が

落
ち
る
と
体
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
も
不
足
が

ち
に
な
り
ま
す
。
夏
バ
テ
対
策
に
は
、バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
通
し
て
十
分
な
栄
養
を
取
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
酢
!
蒸
し
暑
い
と
喉

を
通
り
に
く
い
肉
料
理
や
油
物
も
、酢
を
掛
け

れ
ば
さ
っ
ぱ
り
。
う
ま
味
も
増
し
て
ぐ
ん
と
食

べ
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。

け
れ
ど
も
酢
が
体
に
い
い
理
由
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酢
の
酸
味
と
香
り
を
生
み

出
し
て
い
る
の

は
酢
酸
。こ
の

成
分
に
、実
は

さ
ま
ざ
ま
な

健
康
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

野菜で彩り豊かなお弁当作り
4月から息子が幼稚園に入園しました。幼稚園

とともに始まったのがお弁当作りです。親と離れ
て1人で食事をするのも初めて。できるだけ食べ
やすく、喜んでくれる物をと、毎朝頭を悩ませてい
ます。見た目のおいしさのために大切にしている
のがお弁当の彩りです。そこで活躍してくれるの
がカラフルな野菜たちです。

まず、カボチャ、ニンジン、トマトなどの黄色や
赤色は、カロテノイドと呼ばれる色素です。このカ
ロテノイドは酸にもアルカリにも影響されにくく、
熱にも強いので、調理をしてもきれいな色みが保
たれます。カロテノイドのうちニンジンやカボチャ
に含まれるカロテンは体内でビタミンAに変わる
ので栄養成分としても重要な物です。カロテノイ
ドは油によく溶けるので、油を用いて調理した方
が体内で吸収されやすくなります。

ナスやシソの赤紫色はアントシアニンと呼ばれ
る色素です。このアントシアニンはpHにより変化
し、酸性では赤色、アルカリ性では青くなります。
このアントシアニンは金属イオンと結合して安定
するため、ナスの漬物や黒豆を煮るときは、古いく
ぎやミョウバンを加えるときれいな色が保たれます。
アントシアニンは水溶性のため、ナスの煮物を作
るときは油で揚げてから煮ると、色が落ちるのを
防ぐことができます。

ホウレンソウやインゲンの緑はクロロフィルと呼
ばれる色素です。クロロフィルは長時間加熱したり、
酸性になると褐色に変化してしまいます。そこでホ
ウレンソウなどは沸騰水中にふたをせずに入れて、
できるだけ短時間でゆで、その後すぐに冷水にさら
すか手早く冷ますときれいな色に仕上がります。

このように、野菜本来の彩りを損なわないよう
に調理するだけで、見
た目のおいしさが向上
します。お弁当作りの
際は本来の美しい色を
生かして、キャラ弁、デ
コ弁でなくても、かわ
いいお弁当を目指した
いと思います。

私の食育日記

タレント・食育インストラクター　岡
お か

村
むら

 麻
ま

純
すみ

１９８４年７月31日生まれ。お茶の水女子大学卒。
大学で４年間食物科学を学び、食生活アドバイザーなどの資格を持つ。
公式ブログ：http://ameblo.jp/masumiokamura/

酢
で
夏
バ
テ
対
策
!

高
温
多
湿
な
夏
は
、つ
い
つ
い
冷
た
い
物
や
水
分
、糖
質
を
多
く
取
り
が
ち
。

胃
の
働
き
も
衰
え
、疲
れ
や
だ
る
さ
、食
欲
不
振
を
招
く
こ
と
に
…
…
。

そ
ん
な
夏
バ
テ
症
状
を
防
ぐ
の
に
最
適
な
の
が「
酢
」で
す
。

毎
日
の
食
卓
に
酢
を
生
か
し
て
、夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
!

 

監
修
：
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
・
小
泉
幸
道

イラスト
信吉

を
付
け
た
い
季
節
。
強
酸
性
の
酢
に
は
強
い
殺

菌
・
防
腐
作
用
が
あ
り
ま
す
。
生
魚
に
酢
を

絡
め
る
、
残
っ
た
ご
飯
も
酢
飯
に
す
る
な
ど
、

活
用
法
は
い
ろ
い
ろ
。
ま
な
板
や
ふ
き
ん
も
、

5
倍
程
度
に
薄
め
た
酢
水
で
洗
え
ば
雑
菌
の

繁
殖
を
防
げ
ま
す
。

内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る

酢
に
は
脂
肪
の
合
成
を
抑
え
、
燃
焼
を
促

す
作
用
も
あ
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
が
た
ま
り

過
ぎ
る
と
、
高
血
糖
や
高
血
圧
を
引
き
起
こ

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
な
が

り
ま
す
。
実
験
で
は
、
毎
日
大
さ
じ
1
杯
の
酢

を
12
週
間
取
り
続
け
る
と
、
内
臓
脂
肪
や
血

中
中
性
脂
肪
が
減
少
し
、
肥
満
指
数
も
低
下

す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酢
ド
リ
ン
ク

酢
大
さ
じ
1
、
蜂
蜜
大

さ
じ
1
、
牛
乳
1
2
0
ml

を
よ
く
混
ぜ
る
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
ド
リ
ン
ク
の
よ
う
な
爽
や
か

な
味
わ
い
。
酢
の
香
り
が
苦
手
な
人
は
半
量

で
ど
う
ぞ
。

ス
テ
ィ
ッ
ク
野
菜
の
甘
酢
漬
け

酢
1
5
0
ml
、
砂
糖

70
g
、
塩
小
さ
じ
2
を
混

ぜ
、ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
切
っ

た
野
菜
を
漬
け
る
。

翌
日
か
ら
食
べ
ら
れ
る
。
野
菜
は
キ
ュ
ウ
リ
、

ダ
イ
コ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
、パ
プ
リ
カ

な
ど
お
好
み
で
。
漬
け
汁
に
シ
ョ
ウ
ガ
、ハ
ー

ブ
な
ど
を
加
え
て
も
い
い
。

納
豆
プ
ラ
ス
酢

納
豆
1
パ
ッ
ク
に
酢
小

さ
じ
1
を
入
れ
て
よ
く
か

き
混
ぜ
て
か
ら
、
た
れ
を

加
え
る
。

納
豆
が
フ
ワ
フ
ワ
に
な
る
う
え
、ほ
の
か
な

酸
味
が
夏
場
に
ぴ
っ
た
り
。か
つ
お
節
や
卵
な

ど
足
せ
ば
栄
養
価
も
ア
ッ
プ
!

　
　

夏
バ
テ
対
策
や
健
康
増
進
に
は
、1
日
に
最

低
大
さ
じ
1
杯
分（
15 

ml
）の
酢
を
取
り
た
い

も
の
。
た
だ
し
、そ
の
ま
ま
飲
ん
で
は
胃
の
粘

膜
を
荒
ら
し
ま
す
。
料
理
や
飲
み
物
に
適
度
に

分
け
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
こ
ん
な

お
手
軽
レ
シ
ピ
は
い
か
が
?

朝
の
お
酢
ド
リ
ン
ク
と
夕
食
の
甘
酢
漬
け
、

納
豆
だ
け
で
も
十
分
な
量
の
酢
が
取
れ
ま
す
。

使
う
酢
は
米
酢
、黒
酢
、

リ
ン
ゴ
酢
な
ど
お
好
み

で
使
い
分
け
て
、ぜ
ひ
お

試
し
を
! 簡

単
レ
シ
ピ

効
果

1
効
果

2

効
果

7

効
果

4

効
果

6
効
果

5

効
果

3

夏
こ
そ
毎
日
の
料
理
に「
酢
」を

「
酢
」の
健
康
効
果
は
さ
ま
ざ
ま

夏バテ
対　策

営農情報

各地の話題

暮らしのメモ

お知らせ

みんなのページ

JA Information



み
な
さ
ま
の
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い

一
人
３
句
・
３
首
以
内
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
の
な
い
場
合
は
氏
名
に
て
掲
載

し
ま
す
。）を
明
記
の
う
え
、応
募
先
へ
郵
送
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。毎
月
選
者
に
よ
る
厳

選
の
上
、掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。掲
載
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【応募先】
〒383-8588
中野市三好町1-2-8
JA中野市 広報誌

「花むすび」
TEL.0269-22-4191
FAX.0269-22-7883

【締切日】 毎月15日

俳
句
・
短
歌
募
集
中

応募の締め切りは8月20日（月）

①こたえ
②住所
③氏名・年齢

④電話番号

⑤広報誌やJAへの
ご意見・ご要望

⑥良かった
コーナーを2つ

383-8588

中
野
市
三
好
町一

ー
二
ー
八

Ｊ
Ａ
中
野
市
広
報
誌

「
花
む
す
び
」

編
集
係

62

花 すびむ

花 すびむ

花 すびむ

花 すびむ1617

左上のイラストには右のイラストと違う部分が5カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。
正解者の中から抽選で5名様に
粗品をプレゼントいたします。
Eメール、FAXでの応募も
受け付けています。（裏表紙参照）

◉7月号の答え
2 … 風鈴の向きが違う
5 … スイカがかじられている
8 … そうめんの量が違う
9 … 急須の形が違う
11 … つゆが少ない　●当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

生水を飲んではいけな
い、そんなことをお年寄り
に言われたことはないで
しょうか。

日本では一般に水道水
がそのまま飲めます。おい
しい、おいしくないという
味の程度の差はあっても、
水道から出てくる水は安
全で、煮沸も必要ありませんが、災害が起こると水道が使え
なくなることがあります。水道から水が出たとしても、そのま
ま飲んでも良いかどうかは分かりません。水道管に破損があっ
て、土や細菌などが混じっている可能性があるからです。配
給の水も、許可がない限り飲まない方が良いでしょう。配給
されて時間のたった水も飲んではいけません。汚い水を飲ん
でおなかを壊すと、下痢で脱水症状を起こし、脱水症状が重
いと、病院で点滴をしてもらうしか治療する方法がありませ
ん。災害時は病院が機能しているとは限りませんし、交通手
段がなく行けないかもしれません。

災害時に飲料用の水が手に入ったら、まず煮沸します。飲
む直前に沸かすのが一番安全です。冷めた湯もいつ沸かした
か分からないときは飲みません。麦茶はその昔、安全な水だ
と分かるように香ばしくいった麦を入れたとか。おいしいこと
もありますが、水が安全ではなかった時代の名残りなのだとか。

さて軽い脱水症状を感じたら、塩分と糖分の入った経口
補水液を飲むといいといわれます。市販の水でもいいですし、
ニンジンで作るのもお薦めです。ニンジンは皮をむき、薄く
スライスし、6カップ（1200ml）の水、小さじ2分の1の塩（3g）
を入れて指でつぶせるぐらい軟らかくなるまで1〜2時間煮
ます。補水液としては、その上澄みを飲みます。よく煮たニ
ンジンは甘く青臭みもないので、そのままミキサーにかけ、
ポタージュにしてもおいしいです。水溶きの米粉や片栗粉で
とろみをつけ、バターを入れるとより風味が豊かです。

年を取ると、下肢も弱り、膝の力も弱くなってくるので、
歩いているとき転びやすくなります。お年寄りの日常生
活で最も注意しなければならないのは、この転倒です。
転倒すると太ももの付け根の骨折を起こすことが多いか
らです。

しかし、転倒を心配するあまり外出を控えていると、ま
すます足腰が弱ってしまいます。利用できる物を上手に
利用して、積極的に外出し生活を楽しむようにしましょう。

まず足腰が衰えて外出に不安を感じる場合は、「つえ」
や「シルバーカー」の使用がお薦めです。つえがあると、
体のバランスを取りやすく、歩きやすくなります。また
車輪や取っ手の付いたシルバーカーを使うと体が支えら
れ、歩きやすくなります。

外出するときは、手に提げるバッグではなく、リュック
など両手が自由になる物を使い、両手を空けておいた方
が安全です。

靴の選び方も大切です。まず軽くて安定性があること、
足のサイズや形に合っていることです。また浅い靴より
もやや深めで、足全体を包み込む靴の方が、安定性があり
ます。靴底は平らに近く、かかとが低いこと、滑り止め加
工が施されている靴を選びます。

歩き方も大切です。お年寄りは爪先が上がらず、すり足
で小さい歩幅で歩きますが、すり足で歩くと、ちょっとし
た段差につまずきやすくなり、転びやすくなります。ある
程度歩幅を取って、爪先を上げて歩く練習をしてください。

キッチン防災術 健康百科まちがいさがし	 出題・イラスト：酒井栄子

ニンジンの補水液
食文化・料理研究家　坂 本 佳 奈

お年寄りの転倒予防
佐久総合病院名誉院長　松 島 松 翠

階
段
を 

上
が
る
友
等
に 

遅
れ
じ
と 

混
み
合
ふ
駅
の 
手
す
り
に
頼
る 

町
田 

豊
子

直
売
の 

残
る
野
菜
を 

入
り
口
に 

寄
せ
て
客
待
つ 

終
ふ
ま
じ
か
を 

千
葉 

和
子

妙
高
山
の 

山
菜
豊
か
な 

湯
の
宿
に 

客
を
迎
へ
て 

岩
燕
飛
ぶ 

神
田 

み
代
子

収
穫
の 

間
近
と
な
り
し 

玉
葱
の 

太
り
て
畝
に 

転
ぶ
が
如
し 

西
山 

チ
エ
子

行
く
先
を 

告
げ
ず
「
母
の
日
」
を 

祝
ひ
呉
れ
る 

子
ら
に
甘
え
る 

婆
の
二
人
は 
吉
田 

幸

見
渡
せ
ば 

根
付
き
て
色
増
す 

早
苗
田
の 

そ
よ
そ
よ
揺
れ
て 

夏
の
近
づ
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豊
田 
知
子

花
の
散
り 

ポ
ン
ポ
ン
思
は
す 

ネ
ギ
坊
主 

黒
き
小
粒
の 

種
を
こ
ぼ
し
ぬ 

高
野 

園
子

代
掻
き
の 

始
ま
り
し
堰
の 

水
の
満
ち 

滾
つ
流
れ
の 

音
の
響
け
り 

小
林 

民
恵

夕
餉
す
ま
せ 

出
で
立
つ
庭
の 

雨
の
止
み 

澄
み
た
る
月
の 

前
山
上
る 

小
林 

か
つ
子

新
芽
萌
え 

風
爽
や
か
な 

ゴ
ル
フ
場 

ま
な
か
ひ
に
黒
姫 

飯
綱
聳
ゆ 

豊
田 

富
子

幾
枚
も 

撮
り
た
め
し
中
の 

一
枚
を 

プ
リ
ン
ト
し
て
見
る 

今
年
の
桜 

山
岸 

昌
夫

バ
ラ
祭
り 

野
外
ス
テ
ー
ジ
の 

合
唱
団 

歌
ふ
声
和
し
て 

公
園
に
響
く 

頓
所 

て
る
子

年
更
け
て 

己
が
好
み
に 

客
選
ぶ 

女を
み
な

の
素
振
り
に 

ひ
と
日
苛
立
つ 

武
田 

良
文

夕
暮
の 

も
う
一
仕
事 

合
歓
の
花 

芋
川 

菊
水

ふ
る
里
の 

野
山
香
り
て 

蕗
を
む
く 

里
山 

く
る
み

晩
鐘
の 

遠
く
に
あ
り
て 

蛙
鳴
く 

大
塚 

茂
子

目
に
痛
む 

午
睡
の
の
ち
の 

日
照
草 

吉
原 

路
子

甲
子
園 

百
回
込
の 

サ
ル
ビ
ア
お 

青
木 

芳
子

立
秋
や 

牧
場
に
広
が
る 

牛
の
声 

山
口 

耕
一

恐
ろ
し
や 

放
置
畑
の 

夏
の
草 

松
井 

義
典

先
月
号
に
て
、俳
句
選
者
の
表
記
が
間
違
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
訂
正
し
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
） 

芋
川
　
選
　
→
　（
正
） 

松
井
義
典
　
選

短　歌　武田良文　選俳　句　松井義典　選

価格（税込）

145.8万円〜

お問い合せ：ジェイエイ・アップル（株）工機センター…☎22-4531

今月の1台

40年以上継承してきた
ジムニーの基本構造を
磨き上げる。

頑丈な梯子型のフレームにサスペンションなどを取り付け、その上に車体を載せる、
本格4WDの伝統を受け継ぐラダーフレーム構造を採用しています。一般的なSUV
が採用している乗用車と同じモノコック構造とは一線を画す構造です。新開発したラ
ダーフレームには、X（エックス）メンバーを採用するとともに、前後にクロスメンバー
を追加し、ねじり剛性を従来の約1.5倍に高めました。また、車体とラダーフレームと
をつなぐボディーマウントゴムを新設計。上下方向に柔らかくすることで乗り心地を
良くし、水平方向に硬くすることで操縦安定性を高めているのも進化の一つです。

■新開発ラダーフレーム

BASIC STRUCTUREジムニーの
基本構造
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各地の話題

暮らしのメモ
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年金無料相談会
8月は休日年金相談会が

開催されます
【開催日】8月19日（日）・8月21日（火）
【開催時間】午前10時〜午後3時まで
【会　場】JA中野市
… 暮らしのマネープラザ絆
… tel:23-2285
	 長野県中野市大字吉田
	 902-1
お越しの際は、認印と「ねんきん定期便」など
の年金に関する書類をお持ちください。皆様
のご来場をお待ちしています。

■ 休憩コーナー
 ● 各種冷たいお飲み物　● わたあめ
 ● ポップコーン　　　　● お菓子

■ 大きな風船キャラクターハウスで遊ぼう !
　 開催時間内遊び放題 !（※保護者同伴でお楽しみ下さい）

■ ご来場のお客様全員にチャンス !
　 アンケートをお答え頂いた方全員に農機具・自動車
　 共通エンジンオイル交換半額券をプレゼント

夏の大展示会
24日：午前9時～午後5時、
25日：午前9時～午後4時半

ド～ンと多数展示販売 !

お客様感謝イベントも同時開催 !

8月24日（金）・25日（土）の2日間開催 !

必ず見つかるあなたの 1台 !

話題の新車・
　　中古車も !最新の農業機械も !

ジェイエイ・アップル工機センター

さらに【くじ引き抽選会】にチャレンジ !

報
告
事
項

⑴
各
専
門
委
員
会
等
の
報
告

⑵
内
部
監
査
報
告

⑶
理
事
に
対
す
る
貸
出
実
行
の
報
告
に
つ
い
て

⑷
理
事
候
補
者
資
格
要
件
要
領
実
践
的
能
力
者
の
選
出

要
件
例
に
つ
い
て

⑸
ジ
ェ
イ
エ
イ・ア
ッ
プ
ル
㈱
6
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

⑹
そ
の
他	

	

①
特
別
経
営
再
建
支
援
先
に
つ
い
て

	

②
信
州
ふ
る
さ
と
郷
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

⑴
6
月
末
実
績
検
討
に
つ
い
て

⑵
監
事
監
査
事
後
処
理
報
告
に
つ
い
て

⑶
業
務
報
告
書
の
訂
正
に
つ
い
て

⑷
経
営
リ
ス
ク
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑸
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
に
つ
い
て

⑹
大
口
貸
出
の
承
認
に
つ
い
て

⑺
大
口
貸
出
並
び
に
理
事
に
対
す
る
貸
出
の
承
認
に
つ
い
て

⑻
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て（
一
体
型
入
出
金
機
）

⑼
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て（
種
菌
受
注
事
務
管
理
シ
ス

テ
ム
一
式
）

⑽
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て（
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
置

場
壁
面
改
修
工
事
）

⑾
地
区
懇
談
会
の
日
程
及
び
経
費
に
つ
い
て	

⑿
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⒀
そ
の
他

	

①
利
用
配
当
の
配
分
に
つ
い
て

平
成
30
年
6
月
28
日
か
ら
西
日
本
を

中
心
に
北
海
道
や
中
部
地
方
な
ど
広
い

範
囲
で
、過
去
に
経
験
の
な
い
記
録
的
な

集
中
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。
気
象
庁

は
こ
の
豪
雨
を「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」

と
命
名
し
、そ
の
被
害
は
28
都
道
府
県
に

も
お
よ
び
、死
者
・
行
方
不
明
者
は
13
府

県
で
2
2
0
名
を
超
え
、豪
雨
災
害
で
は

平
成
最
悪
の
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、1

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
生
活
の
再
建
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
気
象
庁
は
、豪
雨
に
よ
る
警
戒
を

早
期
に
呼
び
掛
け
る
た
め
、「
重
大
な
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
”大
雨
特
別

警
報
“を
今
後
発
表
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
伝
え
ま
し
た
。
被
災
住
民
は
こ
の
情
報

で
、
危
険
を
知
ら
せ
る「
特
別
警
報
」の

可
能
性
を
事
前
に
知
ら
せ
る
ほ
ど『
緊
迫

し
た
状
況
』だ
と
感
じ
取
っ
た
人
と
、可

能
性
だ
か
ら『
今
は
ま
だ
大
丈
夫
』だ
と

感
じ
取
っ
た
人
で
は
、自
治
体
か
ら
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
時
点

で
の
避
難
行
動
に
、差
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
す
る
専
門
家
が

い
ま
し
た
。
情
報
と
は
正
確
性
は
当
た
り

前
の
こ
と
な
が
ら
①
発
信
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
②
伝
達
方
法
③
内
容
の
明
瞭
性
が
重

要
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

J
A
か
ら
皆
様
へ
文
書
等
を
通
じ
て
の

情
報
提
供
や
情
報
を
共
有
す
る
場
合
に

は
、で
き
る
限
り
分
か
り
易
く
お
伝
え
し
、

必
要
に
よ
り
補
足
説
明
を
交
え
て
、誤
解

を
招
か
な
い
伝
達
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

1
ヵ
月
間
に
も
及
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
の

W
杯
は
、フ
ラ
ン
ス
が
20
年
ぶ
り
2
度
目

の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
日
本
代

表
は
ア
ジ
ア
勢
で
唯
一
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
駒
を
進
め
、格
上
ベ
ル
ギ
ー
に
2
点

を
先
取
す
る
も
終
盤
で
逆
転
さ
れ
惜
し

く
も
敗
戦
。

し
か
し
な
が
ら
、日
本
代
表
の
戦
い
ぶ

り
と
、日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
”日

本
人
ら
し
さ
“に
世
界
が
称
賛
し
た
と

の
嬉
し
い
報
道
が
相
次
ぎ
、日
本
人
と
し

て
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
世
界
が
認
め

た
”日
本
人
ら
し
さ（
特
徴
）“と
は
、日

本
代
表
が
組
織
力（
団
結
力
）を
持
っ
て
、

格
上
チ
ー
ム
と
互
角
以
上
に
渡
り
合
っ

た
こ
と
。
ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー
は
負
け
試

合
で
も
ス
タ
ン
ド
の
ゴ
ミ
拾
い
を
変
わ
ら

ず
行
っ
た
こ
と
の
秩
序
と
思
い
や
り
が
世

界
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
要
す
る
に
”

日
本
人
ら
し
さ
“と
は
、集
団
行
動
を
得

意
と
し
、人
に
対
す
る
思
い
や
り
を
兼
ね

備
え
、秩
序
を
重
ん
じ
る
こ
と
と
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
災
害
時
で
も
お
互

い
の
思
い
や
り
や
助
け
合
い
を
忘
れ
ず
、

秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
の
が
日
本
人
最
大

の
象
徴
な
の
で
す
。

農
協
も
ま
た
、
農
協
改
革
、
自
己
改

革
に
お
い
て
”農
協
ら
し
さ
“
を
存
分
に

発
揮
し
、
農
業
所
得
の
増
大
と
組
合
員

が
主
役
の
J
A
づ
く
り
に
向
け
、
取
り

組
み
を
加
速
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

J
A
中
野
市
が
J
A
中
野
市
で
あ
り
続

け
る
た
め
、組
合
員
の
皆
様
に
認
め
ら
れ

る
農
協
ら
し
い
創
造
的
な
事
業
の
具
体

化
を
図
る
た
め
、現
在
、後
期
長
期
構
想

の
仕
上
げ
と
次
期
長
期
構
想
・
3
ヵ
年
計

画
の
樹
立
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
組

合
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、ご
支
援
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常
勤
役
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

7
月
の
理
事
会…（
主
な
内
容
）

常
務
理
事
　
金
融
事
業
本
部
長
　
清
水
　
稔

営農情報

各地の話題

暮らしのメモ

お知らせ

みんなのページ

JA Information



H
a

n
a

m
u

s
u

b
i 

花
すび
む

第161
号

2018年
8月

3日
発
行

毎
月
1回

第
1金

曜
日
発
行

発
行
／
中
野
市
農
業
協
同
組
合

〒
383-8588	長

野
県
中
野
市
三
好
町
1丁

目
2番

8号
TEL	0269-22-4191	FA

X	0269-22-7883
U
RL	http://w

w
w
.ja-nakanoshi.iijan.or.jp/

編
集
／
企
画
調
整
課
　
印
刷
／
PO

印
刷
株
式
会
社

広
報
に
関
す
る
ご
意
見
・お

問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
　
E-m

ail	n-kouhou@
nkn.nn-ja.or.jp

みなさまからのオリジナルレシピを募集しています。
食材は旬の地元農産物であれば何でもOK！編集部までご連絡ください。お待ちしております。

飾りに取っておいたオクラに
タコの刺し身など（材料外）を添えます

茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」の
オーナーシェフ・永

なが

井
い

智
ともかず

一さんに、
元気が湧いてくる朝ご飯を教えていただきます。

お
い

し

く
食べて 今日も

ス
タ

ー
ト

今
月
の朝ご

飯

朝ご飯の献立
さっぱりオクラの冷やしそば

【材…料】（1人分）
中華麺 ………………………………1玉
オクラ ………………………………6本
大葉…………………………………5枚
ミョウガ ……………………………1個
ミニトマト …………………………1個
生ワカメ ………………………… 適宜
おろしショウガ ………………… 適宜
削り節 …………………………… 適宜
スダチ ……………………………1/2個

〈つ ゆ〉
かつおだし ………………… 1/2カップ
米酢………………………… 1/2カップ
しょうゆ …………………… 1/4カップ
みりん ……………………… 1/4カップ
砂糖…………………………… 大さじ1
ごま油 ………………………… 小さじ1
すりごま ……………………… 小さじ1

【作り方】
1 つゆの材料を全て鍋に入れ沸かし、冷たくしておく。
2 オクラは塩ずりしてゆでて冷水に落とし、半分に切って種を取り除き、

包丁でたたき、削り節であえる。1〜2本をトッピング用に取っておく。
3 中華麺をゆでて、冷水で締めておく。
4 器に3を盛り付け、千切りにした大葉、ミョウガ、おろしショウガ、生

ワカメ、ミニトマト、スダチ、2を飾り、1を回し掛けて出来上がり。

さっぱりオクラの冷やしそば

携帯電話からも
レシピを紹介しています。

こちらからもどうぞ。


